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〟 を完全正 チャネル(CPチャネル)と呼ぶ.なお,A が完全正写像であるとは,




明する.入力系と出力系の ヒルベル ト空間 T(とナt,に加えて,外部効果を記
















































と書ける.ここで Anは p の固有値,pnは Anに関する固有空間への 7-tから
の射影作用素である.従って,各 Anに縮退がなければ,p,の値域の次元は1
である (これを,dimPn-1と書く).ある固有値 Anが縮退している場合は,
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となる･このとき,稚 , をlo)⑳付和)とJio)⑳lO)から生成される 71の閉部
分空間とすると,7t｡から C2へのユニタリ-作用素 v:


































となる･このとき,7t q をl()⑳付和)とIJio)⑳ 挿 o)から生成される7tの閉
部分空間とすると,7tqからC2へのユニタリー作用素 V:
V-0,⑳糎 )-leo)-((1,)EC2, V㈱ ⑳糎 )-Iz,)-(v:)tC2
が存在する.ここで
である.Voa-f 80iz･'-exp(価 ) vl-Jトexp佃)
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C-Qチャネルのキャパシティー (PWM方式)







































Aもo=',wM(p)-ilo)(Ol㊨1両 /(南中 (1IA)lJ叫 (Jio回J和ノ(Viol
以上の計算より,次のことが分かった.
1)チャネルの透過率17を良くすると正しく伝えられる情報の量は増大する.
2)ccfq(A*.o='FPM),Ccfq(Aもo=乙oK)
同じ師 こ対してPPMの量子通信路容量はooKの量子通信路容量よりも大きい.
3)ccfq(Ak.o=AboK)-Ccfq(A*.｡=x,wM)
pwMの量子通信路容量はooKの量子通信路容量に等しい.
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? ? ??
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